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上・右：理事長室に残されていた開設前資料より 

社会福祉法人 志賀福祉会 創設時理念 

 

一．利用者の豊かで多様な生き方を支援します。 

一．天地自然な生活を重視したライフプランをたてます。 

一．愛と感謝と祝福の心で光明化に努めます。 

一．地域との交流を目指します。 

一．福祉教育の実践の場に努めます。 

 

平成 6年（1994年）制定 
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社会福祉法人 志賀福祉会 新理念と行動指針（案） 

 

理念 

『おたがいさまの心で日常に笑顔をつくる』 

 

行動指針 

①人が自然体で在りつづける為に生きることを活かす人となる 

②人から支えられていることを感謝しながら支える人となる 

③人と人の交流により心豊かになる工夫ができる人となる 

 

令和 7年度中（2025年度中）改定予定 

真野拠点 生活目標 

～平成29年1月11日制定～ 

 
①お出かけする（外出機会をつくります） 
②いろんな人とつながりをもつ 
（会話や関わりの機会をつくります） 

③床に足をつけて座る（姿勢を整えます） 
④体力をつけるためしっかり食べる 
（美味しく食べて頂ける工夫をします） 

⑤食べるためにしっかり出す 
（トイレに座って頂くことを基本とします） 

⑥家庭浴で気分転換する（意欲を引き出します） 
⑦好き嫌いが言える 
（敬意を払いながら、本人を知ろうとします。 
ご本人の生活リズムにあわせた関わりをします） 

⑧気持ちよく過ごす 
（清潔快適な環境づくり、換気をします） 

⑨よりよい介護が受けられる 
（よりよい姿を目指し、学び続けます） 

⑩最期まで地域の一員として暮らす 
（看取り介護を行います） 

 

保育目標 
 
明るく たくましく 生きる力のある 子ども 

※ 法人設立当初の理念は、保育事業がなく、高齢者
事業に対応する内容が中心になっていたり、現在の
言葉に馴染みにくい単語があったりします。 
そこで30周年の節目に改定を予定しています。 
現在の内容を包摂するものとなる予定です。 

  理事会決定までは変更される可能性があります。 
 

※ 

近江舞子拠点 生活目標 

～平成20年4月1日制定、令和2年4月1日改定～ 

 
①自分らしく暮らします。 
（思いを受け止められるコミュニケーション能力を養い、 
丁寧な声掛けで敬意を持って本人を知ろうとします） 

②食べる喜楽を味わいます。 
（嗜好や体調・体力に合わせた食事メニューと美味しく 
味わっていただける雰囲気づくりを提供します) 

③お口から食べ続けられるように、しっかりと噛んで 
飲み込む力を保ちます。 
（無理ない食事支援の継続に向け、口腔ケアや嚥下体操に 
取り組みます） 

④食べるためによく寝て、しっかり出します。 
（適切な睡眠環境と排泄支援を心掛けます） 

⑤身だしなみを整えて毎日を過ごします 
（整容に気を配り、正しい姿勢が保てるように働きかけ 
ます) 

⑥外出や活動の機会を持ち、地域とのつながりを 
感じつづけます。 
（他者と交流する場を提供し、レクリエーションや外出等、 
楽しみごとがもてる機会を作ります） 

⑦最期まで住み慣れた地域で過ごします。 
（自身の人生がよかったと思える最期のときを迎える 
ためのお手伝いをします。―看取り介護を行います―） 
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滋賀県知事 祝辞 

 

 
社会福祉法人志賀福祉会 創立 30 周年を祝して 

 

このたび、社会福祉法人志賀福祉会が、創立 30 周年を迎えられましたことを、心からお祝い申

し上げます。 

貴法人におかれましては、旧志賀町で初めての高齢者介護施設として平成７年(1995 年)に「特

別養護老人ホーム近江舞子しょうぶ苑」を開設されて以降、デイサービス事業や在宅介護支援セン

ターをはじめ、障害福祉サービス事業、さらには保育事業など、幅広い分野において、本県の介護・ 

福祉事業の発展を先導いただきました。 

30 年の長きにわたり、５つの法人理念のもと、大津市を拠点とする社会福祉法人として、地域社 

会の発展に多大な貢献をされ、高齢者の暮らしを支えてこられた皆様の御努力と熱意に対し、深く 

敬意を表しますとともに、心から感謝申し上げます。 

さて、本県におきましても、年々高齢化は進行しており、高齢者数がピークとなる令和 27 年

(2045年)頃には、高齢者は今より約８万人多い約 45 万人、高齢化率は 35.5％になる見込みです。 

こうした中、県では、「健康しが」をキーワードに、滋賀の強みを生かしながら、「人」、 

「社会」、「自然」の３つを柱とする健康を創造・発信する取組を推進しています。「健康しが」と

いう言葉には、「活力」、「持続可能性」、「自分らしさ」そして「支え合い」という意味を込めて 

おり、人生 100 年時代を生老病死と向き合いながら、誰もが幾つになっても心身とも健やかに、

その人らしく活躍し、ともに支えあう共生社会の実現を目指しているところです。 

医療や介護が必要になったとしても、その人らしい暮らしを最期まで続けられるよう、保健・医 

療・福祉のサービスが一体的に提供され、県民の暮らしを支える滋賀の「医療福祉」の実現を目指 

し、市町や関係団体の皆様とともに、医療・介護・介護予防・住まいおよび日常生活の支援が包括 

的に確保される「地域包括ケア」の体制づくりに努めてまいりますので、引き続き御理解と御協力 

を賜りますようお願い申し上げます。 

志賀福祉会の皆様をはじめ、地域に根差した事業運営により地域包括ケアを支えていただいてい 

る社会福祉法人の存在は、まさに滋賀の強みの一つと感じており、今後も地域と一体となって、地 

域包括ケアの中核的な役割を果たしていただくことを期待しております。 

結びに、社会福祉法人志賀福祉会が、30 周年という大きな節目を新たな出発点として、地域福

祉の担い手として一層の発展を遂げられますことを、心からお祈り申し上げます。 

 

 

滋賀県知事 三日月 大造 
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大津市長 祝辞 

社会福祉法人志賀福祉会が創立 30 周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。平

成 6 年の設立以来、地域福祉の発展に向けて皆様が長年にわたり尽力されてきたことに、深く敬意

を表します。貴法人は、「みんなが主役になれる地域社会づくり」の理念のもと、地域住民が安心し

て暮らせる環境を築いてこられました。平成 7 年には、当時の志賀町で初めての特別養護老人ホー

ム「近江舞子しょうぶ苑」を開設され、多くの高齢者に安心できる生活の場を提供されてきました。

さらに、平成 30 年には「真野しょうぶ苑」を新たに開設し、高齢者福祉のさらなる充実に取り組

まれています。両施設においては、地域と連携し、利用者や御家族に寄り添う支援を展開し、地域

福祉の中核として大きな役割を果たされています。令和 4 年 10 月からは、小松・木戸地区におけ

る地域包括支援センターの運営を担い、高齢者の生活支援や介護予防、相談業務を通じて、地域に

根ざした支援を行っておられます。 

本市では、令和 6 年 3 月に第 9 期大津市高齢者福祉計画・介護保険事業計画を策定し、基本理

念「地域の中で いきいきと自分らしく 安心して暮らし続けられるまちおおつ」のもと、在宅医療・

介護連携や認知症施策、介護予防・介護保険サービスなどを推進し、高齢者が住み慣れた地域で社

会とつながり、安心して暮らすことができるまちづくりを目指しています。貴法人が培われた実績

はこの理念に共鳴し、地域福祉の推進において大きな力となっています。 

高齢者の数が年々増加する中で、介護や生活支援のニーズはますます多様化しておりますが、貴法

人が長年にわたり培ってこられた地域に根ざした支援の取組は、市民一人ひとりが安心して暮らし

続けられる社会を実現する上で、欠かせないものであると確信しております。 

設立 30 周年という節目を迎えられたことは、これまでの成果を振り返り、さらに新たな課題に向

けた取組を発展させる絶好の機会です。貴法人が今後も地域福祉の中心的な存在として、一層の御

活躍を遂げられることを心より期待しております。 

結びに、社会福祉法人志賀福祉会の今後ますますのご発展と、関係者の皆様方の御健勝、御多幸

を心よりお祈り申し上げまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

 

 

大津市長 佐藤 健司 
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志賀福祉会後援会会長 祝辞 

社会福祉法人志賀福祉会が創立30周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。 

 貴法人におかれましては、平成７年に「特別養護老人ホーム近江舞子しょうぶ苑」を、平成３０

年に「特別養護老人ホーム真野しょうぶ苑」を開設され、時代のニーズに応じてショートステイ・

デイサービス・ホームヘルプサービスなど介護福祉事業を拡充されてきました。令和４年には大津

市から委託を受け「小松あんしん長寿相談所」（地域包括支援センター）を運営されるなど地域に

根ざした取り組みを行っておられます。高齢者が住み慣れた地域で安心して生活していただけるよ

う、地域の高齢者福祉にご尽力を頂いていますことに、村田隆理事長をはじめ職員の皆様に深く敬

意を表します。 

 また、新型コロナウイルス感染対策では、日々ご苦労されている中でも、職員の皆様の献身的な

ご尽力と様々な工夫をされて、介護サービスの維持確保に取組んでこられましたことに深く感謝を

申し上げます。 

振り返りますと、私が旧志賀町役場で福祉係をしていたころ、当時の志賀町内には特別養護老人

ホームが無く、入所やショートステイは近隣の施設にお願いをしていました。こうした状況のなか、

志賀町で初めての「特別養護老人ホーム近江舞子しょうぶ苑」を開設されましたことを大変うれし

く思いました。町内の多くの方より貴法人を支援しようと声が上り、前後援会の会長 松井俊治氏

のご尽力により平成１０年に「近江舞子しょうぶ苑後援会」が設立されました。その後「特別養護

老人ホーム真野しょうぶ苑」を新たに開設されたことから、後援会の名称を「志賀福祉会後援会」

に改め、後援会活動に取り組んで参りました。 

 少子高齢化の進行、高齢者のみ世帯の増加等に伴い、介護者や要支援者に対するニーズは高まっ

てくると思います。貴法人におかれましては、これまで培ってこられた知見や経験を活かされ、今

後とも高齢者福祉の向上に御貢献頂きたいと思います。後援会と致しましても、活動の輪を広め、

支援のための活動を進めて参りたいと思います。  

結びに、社会福祉法人志賀福祉会の今後ますますの御発展と、関係者の皆様の御健勝、御多幸を心

からご祈念申し上げまして、お祝の言葉とさせていただきます。 

 

 

志賀福祉会 後援会長 小村 廣光 
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創設時副理事長 祝辞 

 社会福祉法人志賀福祉会創立三十周年を現職員の方々と祝われ、おめでとうございます。 

 先日、「しょうぶ便り」から「尚武」にタイトルを変更された法人の広報冊子を拝見致しました。初

代理事長の理念が見事に今につながって、地域の安心の場になっている様子が伝わり、スタッフの皆様

のご尽力に心より感謝申し上げます。開苑当初の頃から勤続の職員さんが要職に就いてくださり、安心

して見護れることを嬉しく思っています。 

 今を去ること三十余年前の平成七年一月、法人が立ち上がり、施設開設の準備中だった最中、想像も

しなかった阪神淡路大震災が発生しました。世界中から多くの被災支援が寄せられた、その年に開苑し

たのが特別養護老人ホーム近江舞子しょうぶ苑です。 

 その年を「ボランティア元年」と語る人もありますが、特養しょうぶ苑の応援にかけつけてくださる

様々なボランティアの方と一緒に、微力ながらも私たちもご入所の方々の生活支援にかかわらせて頂き

ました。その当時から、応援してくださっているボランティアの皆様に、この場をお借りして心より御

礼申し上げます。筆舌に尽くせぬ力を賜りました。誠にありがとうございます。限りある職員数だけで

は、望む介護、福祉の提供は厳しすぎます。そんな私たちに手をさしのべてくださる方が次々と来てく

ださったのは、想定外のよろこびでした。当時の志賀町社会福祉協議会（現在は大津市社会福祉協議会

に合併）の職員さんが、地域の福祉ニーズを把握し、ボランティアの「思い」をほりおこしてくださっ

てきたおかげでした。法人理事にも就いてくださった社協会長はじめ、皆様に感謝あるのみです。 

 三十年の間にいろいろなことがありました。介護保険制度の創設や度重なる改変、コロナ禍という社

会が体験したことのないような困難もありました。それらを乗り越えてくれた職員の皆様にも感謝しま

す。 

 今、志賀福祉会が運営する二つの拠点で、創意と工夫を込めて、超高齢の方や難病に苦しむ方々の介

護、これからの社会を支えるお子様への保育といった福祉を実践してくださっています。携わってくだ

さる職員さんや、利用者さん達の明るい笑顔を広報紙から感じることができて、ホッとしています。 

 今後とも、どうか志賀福祉会を、地域を、宜しくお願い致します。 

 

志賀福祉会 創設時副理事長 村田 和子 
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理事長 挨拶 

三十周年記念冊子発行にあたり、貴賓の皆様におかれましては、ご公務等大変お忙しいなか、 

我々には身に余るような、ご祝辞を頂き、改めまして感謝申し上げます。 

 

今回、当法人として節目となる年に、このような冊子を作成しようと考えたのは、十年前、副施設長

として任務を行っていたときに遡ります。「二十年の節目を職員のみんなと祝いたい」という話を、当

時の理事長にしましたが、当時はその必要性をうまく説明することもできず、当然理解も頂けず、企画

が流れたという過去がありました。私がまだまだ未熟でしたので、「先にやることがあるだろうー」と

いう先代理事長の考えもあったかもしれません。ただ、その思いは私のなかで残り続け、今回の発刊に

至りました。冊子のタイトルなど、十年前に仮で作成したものをそのまま使用しています。こうして、

日の目を浴びることになり嬉しく思っています。 

 

当時の理事長に対して、私がうまく言えなかったこと、それは「これまで支えて下さった地域の皆様、

職員、ボランティアの方、関係者の皆様などに、感謝を伝える良い機会になること」「我々自身が、振

り返る機会をもち、自分たちのやっていることに誇りをもって仕事ができるようになること」「地域や

時代とつながっていることを自覚できること」を形にすることでもありました。 

 

そうした意味で、こうした節目に「たちかえる」ことは大変重要だと感じています。 

（「たちかえる」というキーワードは２０２５年度の事業計画のスローガンにもしています。） 

忙しい今に流されて、設立当時にあった「思い」を今に「つなぐ」ことができているだろうか、職員の

皆さんも「この世界に入ろう」「この仕事をしよう」と思っていたときの「気持ち」を忘れていないだ

ろうか。法人設立後に誕生した職員も増え、当時の状況を知る者も減っていますが、昔のことも知って

欲しいです。過去から学び、そして、未来へつなげていく、温故知新も必要だと考えています。 

最初に提案したときから、皆さんのおかげで事業が無事に十年経過しました。この長くて短い十年の

あいだにも様々なことがありました。共に三十年を迎えたかったであろう創設者は逝去していなくなっ

てしまったものの、このような機会を十年越しに得ることができたことにも感謝します。 

 

社会福祉法人志賀福祉会は、高齢者事業、近江舞子しょうぶ苑の事業からスタートしました。当時は

保育事業もありませんでしたし、一法人一拠点という規模でした。そこから三十年、皆様のおかげで、

法人の規模は広がり、そして深く地域に根差した活動を継続することができています。これも支えてく

ださる多数の皆様のおかげであり、改めて感謝申し上げます。「多数の」と、まとめて御礼を述べる失

礼をお許しください。 

人口減少社会に入り、複雑化する世の中で、困難な時代になったとも感じます。そんなかであっても

笑顔と感謝を忘れずに、これからの三十年をつくるために、邁進したいと考えています。 

 今後とも、社会福祉法人志賀福祉会を、どうぞ宜しくお願い致します。 

 何度も繰り返してすみません。本当にいつもいつも、ありがとうございます！！ 

 

社会福祉法人 志賀福祉会 

 理事長 村田 隆  
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近江舞子しょうぶ苑 

苑長 東 記子  

一期一会 ～感謝の気持ちを忘れずに～ 

 

志賀福祉会設立30周年を皆さまと一緒に迎えることができ、私自身、幸せを感
じております。 

こうやって志賀福祉会が設立３０周年を迎えることができたのは、当法人職員関
係者をはじめ、ご利用者、ご家族、地域の皆さまの多大なご支援があったからこ
そであり、皆さまの支えに心より感謝申し上げます。 

志賀福祉会と共に、私自身も２３年間の法人勤務の中で、多岐に渡り、数えき
れない程多くの方々とお出会いすることができ、現在進行形で、それぞれの出会
いから、多くの支え、自己成長の機会をいただき、感謝の気持ちで一杯です。 

志賀福祉会が大切にしている“感謝”の気持ちを忘れずに、私自身も尽力して
まいります。今後とも志賀福祉会にお力添えを頂きますようよろしくお願いいた
します。 

社会福祉法人 志賀福祉会が設立３０年を迎えることができたことは、ご利用
者、ご家族、地域の皆様、職員関係者の皆様のおかげです。いつもありがとうご
ざいます。そして今この仕事を続けられていることに喜びを感じています。 

今振り返ると、楽しかったこと、大変だったことは自分にとって大きな糧となり、
感謝の想いで一杯です。 

これからも利用者、ご家族様の思いを大切にし、ご要望にお応えできるよう頑
張っていきたいと思います。 

真野しょうぶ苑が開設し、７年がたとうとしています。保育園では、子どもに
とって楽しく保護者に安心して預けられる園でありたいと思います。 

今後共志賀福祉会を温かく見守って頂き、ご指導、お力添えを頂きますよう、
お願い致します。 

こすもすキッズ真野 

園長 村田 聖野 

社会福祉法人 志賀福祉会  

法人事務局長 三宅 一弥 

社会福祉法人 志賀福祉会はおかげさまで、３０周年を迎えることができました。 

ご利用者・ ご家族様はじめ、地域の方々、そして職員を含め関係者の皆様、多くの
方に支えられ、ここまで歩んでくることができましたことを、心より感謝申し上げ
ます。 

これからも、“しょうぶ苑”が皆様にとって嬉しいことと出会える場所、ここでの
生活が楽しいと感じてもらえる場所、安心して自分らしい生活が続けられる場所で
ありますよう、職員一同より一層努力してまいります。 

今後とも、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

真野しょうぶ苑    

施設長 湯浅 潤一 

この度、当法人は創立30周年を迎えることが出来ました。これも偏に、当施設

を選んで頂いたご利用者やご家族の方々、活動に対して深いご理解・ご協力を賜

っている地域住民の皆様、そして昼夜をいとわず介護業務に従事頂いている職員

の皆様、関係者様による大きなお支えがあっての事だと深く感謝しております。

重ねて心より御礼申し上げます。 

私が入職させて頂いてから10年足らずですが、その間、真野しょうぶ苑やこす

もすキッズ真野の開設など、事業規模拡大による攻めの経営が行われてきた一方

で、近江舞子しょうぶ苑の在宅事業一部縮小やコロナ感染による事業継続危機等、

法人として見ると決して順風満帆な道のりではありませんでした。しかし、その

経験を通して、職員一人ひとりは試練を乗り越え、結果として、組織全体が強化

されている様に感じます。正直、しんどいことは嫌ですが（苦笑）、「苦難は最高

の財産」であることを肝に銘じて、今後も活動に邁進したいと思います。 
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平成6年 滋賀県より法人設立認可 

      平成6年3月9日申請、7月13日認可 

      （滋賀県指令レ738号） 

 

平成7年 近江舞子しょうぶ苑開設 

      平成7年3月23日申請、3月31日認可 

      （滋賀県指令レ第247号） 

 ※大津市が中核市になる前であり許認可権限は 

滋賀県。レイカディア推進課の略で“レ”となっていた 

 

平成9年 ホームヘルプサービス事業開始 

 →令和4年 休止 

 

平成10年 近江舞子しょうぶ苑後援会 

      （現志賀福祉会後援会）設立 

 

★滋賀県知事：稲葉 稔（S61.7-H10.7） 

 志賀町町長：北村 正二（H4.2-H15.8） 

 

★★平均寿命★★ 

1980（S55）男73.35女78.76 

1985（S60）男74.78女80.48 

1990（H2）男75.92 女81.9 

1995（H7）男76.38 女82.85 

1994年度（平成6年度） 

7月：女性宇宙飛行士向井千秋氏宇宙へ 

9月：関西国際空港開設 

10月：冷夏による不作でブレンド米流通 

10月：東海道新幹線30周年 

12月：プレイステーション発売 

新ゴールドプラン、エンゼルプラン策定 

1月：阪神淡路大震災 

3月：地下鉄サリン事件 

1995年度（平成7年度） 

4月：キムタク・コムテツブーム 

5月：メジャーリーグ野茂英雄デビュー、新人王獲得 

11月：ビートルズ25年ぶり全世界同時新曲発表 

ウインドウズ９５日本語版発売 

1月：村山富市首相から橋本龍太郎首相へ 

2月：作家 司馬遼太郎逝去 

1996年度（平成8年度） 

4月：エアマックス・ルーズソックス、プリクラブーム 

5月：食中毒O-157岡山で流行 

7月：アトランタオリンピック開幕 

7月：クローン羊ドリー誕生 

8月：俳優 渥美清（寅さん）死去 

2月：酒鬼薔薇聖斗事件 

1997年度（平成9年度） 

4月：消費税５％増税開始 

木戸に清林パーク開園 朝乃若関 来苑 

医療保険、インフォームドコンセント努力義務化 

成人病から生活習慣病へ 

9月：マザーテレサ死去 

10月：ハイブリットカープリウス発売 

12月：映画「タイタニック」 大ヒット 

11月：山一証券倒産 

 

世の中のできごと、当法人や地域の状況 

～しょうぶ便り（現 尚武）の変遷と共に～ 

上：創設者理事長が敬拝していた、石川洋先生が来所された

ときの様子。理事長室前に額も飾られています 

右：平成9年7月に、「しょうぶ便り」がはじめて 

  発行されました。 
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1998年度（平成10年度） 

2月：郵便番号７桁化 

長野冬季オリンピック開催 

6月：サッカー仏ワールドカップ開催 

8月：テポドン1号発射事件 

9月：映画監督 黒沢明死去 

7月：毒物カレー事件 

12月：ＮＰＯ法施行開始 

1999年度（平成11年度） 

4月：野球 松坂大輔プロデビュー 

地域振興券配布、労働者派遣法改正 

7月：ノストラダムスの大予言・終末ブーム 

8月：国旗国歌法施行 

1月：サッカー中田 ローマと契約 

3月：歌手 宇多田ヒカルアルバムが大ヒット 

2000年度（平成12年度） 

4月：介護保険制度施行、民放改正（成年後見制度） 

9月：シドニーオリンピック 高橋尚子金メダル 

12月：ＢＳデジタル放送開始 

7月：新紙幣二千円札発行 

2月：歌手氷川きよし「箱根八里の半次郎」発売 

3月：ＵＳＪオープン 

2001年度（平成13年度） 

4月：野球イチロー大リーグへ 

小泉純一郎内閣発足 

7月：映画「千と千尋の神隠し」公開 

9月：東京ディズニーシ開園 

9月：アメリカ同時多発テロ（対テロ戦争） 

12月：愛子内親王誕生 

   映画「ハリーポッターと賢者の石」公開 

1月：通貨ユーロ12か国で流通開始 

2月：ソルトレイク冬季オリンピック開幕 

 

※介護保険2000年施行 

 ・措置から契約へ 

  （利用者が選択できる仕組み） 

 ・応能負担から応益負担へ 

  （利用料を定率負担へ） 

 ・社会全体で介護を支える仕組み 

  （多様な提供実施主体の参入。自立・在宅重視。 

介護を家族だけで行うから外部サービスも活用へ） 

 ・社会保険の仕組み導入（保険者が市町村に） 

 ・ケアマネジメントの仕組み導入 

  （介護支援専門員資格の創設） 

 

平成12年4月 介護保険法施行に伴い、 

みなし指定 

平成13年3月 ショートステイ20→16床、 

特養50→54床の変更申請認可。 

 

平成11年8月 居宅介護支援事業所を開設 

 

★滋賀県知事：國松 善次（H10.7-H18.7） 

 志賀町町長：北村 正二（H4.2-H15.8） 

 

★★平均寿命★★ 

2000（H12）男77.72 女84.6 

2001（H13）男78.07 女84.93 

2002（H14）男78.32 女85.23 

2003（H15）男78.36 女85.33 

 

右：しょうぶ便りがカラー化されたときのもの 
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2002年度（平成14年度） 

4月：公立学校完全週休二日制、総合的学習開始 

5月：サッカー日本韓国共催ワールドカップ開催 

6月：東京都千代田区で歩きタバコ禁止条例が成立。 

9月：北朝鮮拉致問題発覚・数名帰国 

1月：相撲 貴乃花引退 

3月：映画「千と千尋の神隠し」アカデミー賞受賞 

2003年度（平成15年度） 

4月：東京ディズニーランド開園20周年 

5月：小惑星探査機『はやぶさ』打ち上げ 

   健康増進法施行 分煙がすすむ 

9月：阪神タイガース（虎）18年ぶりセリーグ優勝 

12月：テツ＆トモ（志賀町出身）紅白出場 

2004年度（平成16年度） 

4月：韓国ドラマ「冬のソナタ」流行 

8月：アテネオリンピック開幕 

10月：新潟県中越地震、新潟豪雨と天災が続く 

11月：新紙幣発行（五千円札と千円札の人物が変更） 

12月：ニンテンドーＤＳ発売 

痴呆症を認知症に呼称変更、発達障害者支援法策定 

3月： 製造業で人材派遣が解禁 

2005年度（平成17年度） 

4月：個人情報保護法施行 

5月：プロ野球セパ交流戦開始 （ｵﾘｯｸｽﾊﾞﾌｧﾛｰｽﾞ、 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾎｰｸｽ、楽天ｲｰｸﾞﾙｽ、日ﾊﾑ北海道移転後） 

9月：愛・地球博閉幕 

11月：耐震強度偽装事件 

12月：人口動態統計で始めて人口の自然減が確認される 

   高齢者専用賃貸住宅登録制度開始 

   競馬ディープインパクト三冠達成 

1月：ライブドア強制捜査 

志賀町大津市合併 

2月：トリノ冬季オリンピック開催 

 

※介護保険2005年改正→2006年施行 

 ・予防重視システム（要支援が要支援1と2に） 

 ・地域包括ケアの概念、地域包括支援センターの創設 

 ・介護保険施設の食事代や居住費の自己負担化 

 ・施設給付（補足給付）開始 

 ・地域密着型サービス 創設 

特養はユニット型に対して従来型という名称も。 

  小規模多機能型居宅介護サービスの創設 

※医療保険2005年改正 

 ・リハビリ日数制限・急性期7：1病棟の創設 

 ・後期高齢者医療保険制度創設→2008年施行 

※障害（支援費）制度2003年施行 

 障害者自立支援法2006年施行 

 ・３障害一体へ 

平成16年 新館増築（ユニット型施設 

特養26床、ショート4床） 

 

平成17年 志賀町社会福祉協議会より 

         訪問入浴事業を継承 

         →2012（H24）終了 

 

平成18年3月 志賀町が大津市に吸収合併される 

 

 

★滋賀県知事：稲葉 稔（S61.7-H10.7） 

 志賀町町長：山岡としまろ（H15.10-H16.8） 

後藤 又久（H16.8-H17.3） 

 大津市長：山田豊三郎（S55.6-H16.12） 

      目方信（H17.1-H24.1） 

 

★★平均寿命★★ 

2002（H14）男78.32 女85.23 

2003（H15）男78.36 女85.33 

2004（H16）男78.64 女85.59 

2005（H17）男78.56 女85.52 

 

上： 

土曜の定番だった、ふれあい喫茶「ぐるっぺ

コンペイトウ」の皆さま。コロナ禍で途切れ

てしまったことが悔やまれます。 

左：近江舞子拠点で 

H19～H30頃まで 

飼われていた、犬の“キャブ”です。 
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左：以前は、地域の方

から寄進頂いた櫓

（やぐら）を建てて、

納涼祭（夏祭り）を

実施していました 

平成18年4月 大津市地域包括支援センターへ 

      専門職員の派遣を開始 

      ※在宅介護支援センター機能の移行 

 

平成20年4月 近江舞子しょうぶ苑憲章制定 

 

平成20年4月 調理業務をマルタマフーズへ委託 

 

★滋賀県知事：國松 善次（H10.7-H18.7） 

       嘉田 由紀子（H18.7-H26.7） 

 大津市市長：目方信（H17.1-H24.1） 

 

★★平均寿命★★ 

2006（H18）男79 女85.81 

2007（H19）男79.19 女85.99 

2008（H20）男79.29 女86.05 

2009（H21）男79.59 女86.44 

 

2006年度（平成18年度） 

4月：介護保険制度大改正 

ワンセグ放送開始 

8月：バスケットボール世界選手権が日本で開催 

9月：悠仁親王誕生（新しい生命） 

10月：認定こども園発足 

12月：ニンテンドーWii発売 

1月：千の風になって 紅白歌合戦登場後ブームに 

2月：第１回東京マラソン 

3月：北海道夕張市財政破綻 

2007年度（平成19年度） 

1月： 食品の産地偽装多発 

宮崎県知事に東国原知事が初当選 

4月：がん対策基本法施行 

6月：教員免許更新制スタート 

8月：グッドウィル・グループ（コムスン）事件 

10月：郵政民営化 

11月：IPS細胞（多能性幹細胞）ヒトで成功 

12月：氷川きよし「ソーラン節」有線大賞 

2008年度（平成20年度） 

4月：後期高齢者医療制度施行 

8月：漫画家赤塚不二夫死去 

北京オリンピック開幕 

9月：リーマンショック 

10月：麻生太郎首相23兆円規模の緊急経済対策 

1月：米オバマ大統領就任（チェンジ「変革」） 

2009年度（平成21年度） 

4月：新型ウイルスエンザ発生宣言 

9月：民主党与党へ 

10月：落語家三遊亭圓楽死去 

ギリシャ政権交代で財政危機発覚 

12月：プロゴルファー石川遼最年少賞金王 

1月：平城京遷都1300年祭 

社会保険庁解体、年金機構開始 

2月：大相撲朝青龍 引退 

裁判員裁判制度スタート 

ドル円相場88円となる。 

 

※介護保険2008年改正→2009年施行 

 ・介護サービス事業者の不正事案対応への厳格化 
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2010年度（平成22年度） 

6月：60億㎞1万度の突入温度から『はやぶさ』帰還 

鳩山由紀夫内閣退陣 

8月：観測史上最多の全国17地点で猛暑を記録 

9月：尖閣諸島事件 

10月：関西広域連合発足 

3月：東日本大震災 

2011年度（平成23年度） 

4月：震災からの復興。絆の確認。 

小学５・６年生の英語必修化完全開始 

7月：地上デジタル放送へ完全移行 

サッカー女子ワールドカップで日本が優勝 

8月：タレント島田紳助引退 

10月：高齢者居住安定確保法施行 

12月：大阪市で元大阪府知事橋本徹氏が当選 

1月：大津市で全国最年少女性市長越直美氏が当選 

2月：パナソニックがVHSテープレコーダー生産終了 

3月：LCC（ピーチ）初フライト 

2012年度（平成24年度） 

5月：東京スカイツリー開業、金環日食 

7月：ロンドンオリンピック開幕 

8月：AKB48前田敦子引退 

   消費税法案可決（野田総理） 

9月：阪神金本、城島引退会見、JAL再上場 

10月：石原慎太郎都知事引退 

   レスリング吉田沙保里に国民栄誉賞 

11月：日本ハムに大谷昇平が入団 

12月：アベノミクス発表 

2月：大鵬に国民栄誉賞 

2013年度（平成25年度） 

5月：ホンダF1復帰 

   長嶋茂雄に国民栄誉賞 

6月：富士山が世界遺産登録 

7月：ドラマ「半沢直樹」ブーム 

8月：マクドナルドが原田氏からカサノバ氏へ 

9月：東京五輪の招致決定 

11月：特定秘密保護法案可決 

12月：猪瀬都知事徳洲会病院事件から引退 

1月：STAP細胞会見 

 

※介護保険2011年改正→2012年施行 

 ・地域ケア会議の義務化 

 ・24時間対応の定期巡回サービスや随時対応サービス、

複合型サービス創設 

 ・介護福祉士受験資格方法見直しの延期 

  痰吸引資格化（違法性阻却事由行為） 

 ・処遇改善交付金が加算化へ 

※障害者総合支援法2013年施行 

 

平成24年1月 認知症デイサービスひだまり開所 

        ⇒平成28年12月閉所 

 

平成25年5月 近江舞子しょうぶ苑ユニット 

        床数変更26床から30床へ 

       ※制度改正でうまれた地域密着型 

        特養（29床）に変更しないように 

        指定更新時にあわせた変更 

 

平成26年4月 福祉有償運送事業ほほえみ開始 

 

平成27年1月 近江舞子拠点フリースペース開始 

 

 

★滋賀県知事：嘉田 由紀子（H18.7-H26.7） 

 大津市市長：目方信（H17.1-H24.1） 

       越直美（H24.1-R2.1） 

 

★★平均寿命★★ 

2010（H22）男79.55 女86.3 

2011（H23）男79.44 女85.9 

2012（H24）男79.94 女86.41 

2013（H25）男80.21 女86.61 

 

上：記念すべき50号の「しょうぶ便り」 
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2014年度（平成26年度） 

4月：井上尚弥WBCライトフライ級世界王者 

   消費税５％から８％へ 

7月：マクドナルド チキンナゲット問題 

9月：中国アリババNY市場上場 

10月：青色LED天野教授がノーベル賞 

11月：俳優 菅原文太、高倉健 逝去 

3月：野球イチロー米マーリンズ入団 

2015年度（平成27年度） 

4月：日経平均15年ぶりに2万円台 

5月：住民投票で大阪都構想否決 

6月：日本年金機構から個人情報流出問題 

7月：新国立競技場プラン白紙へ 

   プロバスケットボールBリーグ創設 

9月：安全保障関連法成立、国連サミットでSDGs 

ラグビーW杯日本代表健闘 

10月：マイナンバー制度開始、一億総活躍推進室設置 

1月：マイナス金利導入 

2月：芸人とにかく明るい安村のパンツネタがブレイク 

   子ども子育て支援法改正→企業主導型保育整備へ 

3月：北陸新幹線開業 

2016年度（平成28年度） 

4月： 熊本地震発生 

被選挙権が18歳以上へ 

5月：伊勢志摩サミット、米大統領広島訪問 

7月：ポケモンGO大ブーム、小池都知事初当選 

8月：ＳＭＡＰ年内解散発表 

   ブラジルリオ五輪閉幕、金メダル多数 

9月：豊洲盛土問題で迷走 

芸人ピコ太郎 金の衣装でPPAPが大人気 

1月：東芝経営危機によりメモリー事業売却へ 

2017年度（平成29年度） 

4月： 史上最年少プロ棋士藤井四段快進撃 

5月：秋篠宮 真子様が結婚会見 

6月：天皇陛下退位特別法可決 

7月：改正組織犯罪処罰法成立、ドラクエ11発売 

8月：北朝鮮弾道ミサイルが日本を横断し着弾 

10月：衆議院で自民党圧勝 

1月：駅伝 青山学院四連覇 

2月：将棋 羽生善治、囲碁 井山裕太に国民栄誉賞 

 

※介護保険2014年改正→2015年施行 

 ・特養機能重点化（入居要件厳格化） 

 ・要支援者向け通所介護等を総合事業へ移行 

 ・自己負担二割負担導入 

※医療保険2014年改正 

 ・地域包括ケア病床創設 

※社会福祉法2017年改正 

 ・ガバナンス強化、社会福祉充実計画を必要時作成に 

 

平成26年4月 福祉有償運送事業開始 

 

平成29年1月 真野しょうぶ苑憲章（基本方針）策定 

 

平成29年8月 創設者（村田憲治）逝去 

 

平成29年9月 二代目理事長（村田隆）体制 

        近江舞子拠点二代目苑長（伊庭）体制 

 

★滋賀県知事：嘉田 由紀子（H18.7-H26.7） 

       三日月 大造（H26.7-） 

 大津市市長：越直美（H24.1-R2.1） 

 

★★平均寿命★★ 

2014（H26）男80.5 女86.83 

2015（H27）男80.75 女86.99 

2016（H28）男80.98 女87.14 

2017（H29）男81.09 女87.26 

 

上：敬老祝賀会は

コロナ禍まで

は、来賓をお呼

びし盛大に実施

していました。 

 現在は記念撮影

大会と形を変え

ています。 

 

左：真野しょうぶ 

  苑開設時の 

  手作りチラシ 
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2018年度（平成30年度） 

5月：タレント西城秀樹が逝去 

6月：働き方関連法成立 

7月：西日本豪雨等の天災多発、カジノ関連法成立 

8月：漫画家さくらももこが逝去 

9月：テニス大阪なおみが全米オープン制覇 

10月：電子マネーPAYPAYリリース 

11月：パワーハラスメント防止措置を定める法案 

2月：探査機はやぶさ２、小惑星リュウグウに着地成功 

2019年度（令和1年度） 

4月： 改正出入国管理・難民認定法施行 

5月：天皇陛下即位「令和」へ 

6月：老後２０００万円必要問題 

   バスケ 八村塁ドラフト1巡目指名 

7月：仁徳天皇陵古墳（大山古墳）世界文化遺産 

   京都アニメーション放火事件 

10月：消費税10％開始 

   沖縄首里城焼失 

11月：ラインヤフー経営統合発表 

1月：コンビニ店舗初の減少 

2月：コロナで小中学校に休校要請 

3月：コロナで高校野球、五輪等延期 

   芸人志村けん逝去 

2020年度（令和2年度） 

4月：新型コロナ緊急事態宣言。三密回避が求められる 

6月：スーパーコンピューター富岳世界一 

7月：ＡＬＳ患者を嘱託殺人医師逮捕 

8月：安倍首相、持病悪化を理由に辞任表明 

9月：野党の合流新党「立憲民主党」結党 

10月：スマホ５Ｇ時代本格化 

映画「鬼滅の刃」興行収入１００億円突破 

11月：宇宙飛行士の野口聡一 米民間宇宙船打ち上げ成功 

1月：大学入学共通テスト開始 

2月：新型コロナワクチン接種開始 

2021年度（令和3年度） 

4月： ゴルフ松山英樹がマスターズ優勝 

7月：東京五輪開幕 金メダル過去最多 

8月：新型コロナデルタ株が猛威 

9月：デジタル庁発足 

10月：大相撲白鵬引退 

11月：野球ヤクルトが20年ぶりに日本一 

2月：中国北京オリンピック開幕 

   ロシア×ウクライナ戦争 

3月：映画「ドライブマイカー」がアカデミー賞 

 

※介護保険2017年改正→2018年施行 

 ・介護医療の同時改定。三割負担導入。 

※介護保険2020年改正→2021年施行 

 ・LIFE（科学的介護加算）開始 

平成30年4月 真野しょうぶ苑開設 

平成30年2月13日申請、3月28日認可 

（大津市指令健介第57号） 

     こすもすキッズ真野初代園長（村田聖）体制 

 

令和元年 近江舞子ショートステイ休止 

     →令和4年再開 

     近江舞子拠点リフォーム工事① 

     （本館三階にワーカー室に第二リビング       

      本館三階ベッド数を50床→46床 

      本館二階SSベッド数を20床→16床 

      本館一階廊下壁紙張替え） 

 

令和2年１月 近江舞子拠点三代目苑長（中村）体制 

 

令和2年1月 介護職員実務者研修開校（真野拠点） 

     →令和7年～近江舞子拠点も開校 

 

★滋賀県知事：三日月 大造（H26.7-） 

 大津市市長：越直美（H24.1-R2.1） 

       佐藤健司（R2.1-） 

 

★★平均寿命★★ 

2018（H30）男81.25 女87.32 

2019（R1）男81.41 女87.45 

2020（R2）男81.64 女87.74 

2021（R3）男81.47 女87.57 

 ※健康寿命2022 男72.57 女75.45 

 

左：共に育つためのコンテスト（通称 

ともコン）2021年度からスター 

トした法人内取り組み発表会 
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令和4年1月 真野拠点でショートステイ３床増床 

※夜勤加配（リベロ勤務）開始 

  →令和7年6月特養ベッドへ転換 

 

令和４年４月 和邇平和堂におれんじ広場開設 

 

令和４年６月 近江舞子拠点三代目苑長（東）体制 

 

令和4年10月 小松あんしん長寿相談所受託開始 

 

令和５年６月 真野拠点二代目施設長（湯浅）体制 

 

令和7年３月 近江舞子家族会散会し、志賀福祉会 

       後援会に吸収合併される 

 

令和7年  真野拠点で日中一時支援事業開始 

      フリースペース開始 

 

令和7年6月 近江舞子拠点リフォーム工事② 

      （間仕切り変更により新館4床増床 他） 

 

令和7年10月 仰木の里東地区に、デイサービス 

       バディ開始予定 

 

★滋賀県知事：三日月 大造（H26.7-） 

 志賀町町長：佐藤健司（R2.1-） 

2022年度（令和4年度） 

4月： ドル円相場130円台へ 

   漫画家藤子不二雄A逝去 

7月：安倍晋三元首相暗殺事件 

8月：実業家稲盛和夫逝去 

9月：西九州新幹線開業 

11月：サッカーW杯日本代表戦でドイツに勝利 

1月：コロナ感染症類型五類引き下げ 

3月：国産量子コンピューター稼働 

2023年度（令和5年度） 

4月： 陸自ヘリ事故＝師団長ら１０人搭乗 

6月：ＬＧＢＴ理解増進法成立 

8月：処理水、海洋放出開始 

ジャニーズ社長の辞任求める動き 

9月： ビッグモーター本社捜索 

10月：サッカー メッシがバロンドール8度目受賞 

   インボイス制度開始 消費税額仕入税額控除法 

11月：野球阪神が１８年ぶり日本一 

12月：ボクシング井上尚弥４団体統一王者 

1月：能登半島大震災 

2月：台湾TMSCが熊本工場開所式 

3月：漫画家とりやまあきら逝去 

2024年度（令和6年度） 

4月： ライドシェア一部解禁 

5月：大谷氏の通訳、水谷氏詐欺事件発覚 

6月：改正政治資金法成立 

7月：新紙幣、流通開始、新潟佐渡金山が世界遺産に 

   仏パリオリンピック開幕 

8月：南海トラフ、初の「巨大地震注意報」 

9月：「ＳＨＯＧＵＮ」歴代最多１８冠＝米エミー賞 

   野球大谷「５４本塁打、５９盗塁」 

10月：イスラエル、ハマス最高指導者を殺害 

11月：兵庫知事に斎藤氏、米大統領にトランプ氏再選 

12月：読売グループ渡辺恒雄逝去 

1月：米ロサンゼルスで山火事発生 

3月：フジテレビ接待問題発覚 

2025年度（令和7年度） 

4月： 大阪関西万博開幕 

5月：新ローマ教皇レオ14世選出 

6月：備蓄米問題 

7月：参議院選挙 

      ～  

    現在へ続く 

 

 

※介護保険2023年改正→2024年施行 

 ・生産性向上加算開始 

 

 

“しょうぶ”の名が付かない事業（こすもす、バディ）

なども生まれ、今後のことを考えて、しょうぶ便りは 

「尚武」に生まれ変わりました 
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特養でのユニットケア創成期に建築され取材を受けました。 

認知症ではなく、痴呆症と呼んでいることも時代を感じます。 

各種新聞の切り抜きなどから 

ボランティアの木村さんが新聞記事で取材を受けました。この後、200 号達成時にも取

材を受けられました。木村さんは、その後、理事として法人の貢献に尽くされています。 

ボランティア新聞「アイリス」初期のもの。よく探すと知っている人が(笑) 

ご利用者のことを、「苑生さん」といっていることも時代を感じます。 

初代理事長は新聞記事をスクラップ

されていました。イベント時の取材

も多数受けていました。 

上は昔あった「ロコ」という車両。 

大きいですが小回りがきき 

運転しやすかったです。 

右： 

同時期に木戸でデイ（志賀町社協が

運営）も建設されていました。 

下： 

1994年5月19日京都新聞 

志賀町ではじめての特別養護老人ホ

ームであることが記されています。 
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インターネットが普及していなかったので紙媒体が貴重な情報

発信手段となっていました。 

上：開設当初のもの 

下：しばらくたってからのもの 

デイサービスをB型と呼んでいたり 

地図に今はない会社があったりします。 

増築前なのでベッド数は70名分（特養50

名、ショートステイ20名）です。 

 

後援会も組織されていきました。 
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左：介護保険当初、今の菖蒲町と桜町を一体でみて

いたときの介護体制。この時に嘱託職員が一気に

増えました。ちなみに、グループ単位を町（真野

では丁）と呼ぶようになったのは平成16年ユニ

ット棟を増築したときから。 

 

勤務表がスタンプと手書きであること、 

ケアワーカーを寮母と記載していることに 

時代を感じます。介助員という職種もありました。 

 

その後、組織の統廃合、新設を行っており 

特に近江舞子拠点では、ショートステイ部門の 

規模が大きいことや実施の難しさがあり、 

入居担当（夜勤や空床の扱い）と在宅担当（デイ

などの在宅サービスとの連携）との間で、 

近年も所属部門が変化しています。 

上：一代前のパンフレット 

法人より施設が強調されています。 

右：新しいパンフレットは 

法人も意識して両側からみる形です。 

ネットやスマホが普及した時代、 

高齢者のイメージも変わってきて 

おり、詳細はネットで確認して頂く 

こととし、イメージ重視のものに 

変わりました。 

下：ホームページもスマホ対応のものに 

変わりました。 
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①近江舞子拠点が増築

する前の航空写真。

サンタウンとなって

いる箇所が森になっ

ているのが分かりま

す。 

 

②建築前の竹やぶだっ

た時代と造成後の状

態。何もないところ

から事業がはじまり

ました。 

 

③紙面の都合、図面が 

掲載できません 

でしたが、現在、 

苑長が座っている 

箇所が申請時は男子

更衣室になっていま

した（建築後、医務

室となり、ユニット

棟増築後、事務所と

変わりました）。 

理事長室は一階散髪

室横にあり、現在の

理事長室が医務室に

なっていました。 

地域交流室は元々、

一階女子更衣室前

（現在、倉庫になっ

ている部分）にあり

増築後、新館に設置

されました。 
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④近江舞子拠点が増築した後の航空写真。 

近隣の造成がすすんでいます。 

 

⑤旧地域交流室（現倉庫）での入札の場面。 

若き日の理事長も映っています。 

 

⑥基礎工事の様子。増築された場所の角に池があり、お祓いをして、湧水配管もたくさん通しています。 

⑦真野拠点の工事前後。堅田から美空へ抜ける道路工事が同時期に実施されていました。 
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法人設立 30周年の感謝と 

未来の地域を支える人たちに向けて。 
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令和7年（西暦2025年）7月発刊 

編  集 社会福祉法人 志賀福祉会 

 
内容について、失礼や誤り等ございました際は、 
何卒ご容赦いただきますようお願い致します。 


